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第3回定例会／決算第3回定例会／決算

社会保障関係費増加するも  実質単年度収支※1は、　黒字
平
成
29
年

第
３
回
定
例
会

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
平
成
29
年
第
３
回
定
例
会
は
、９
月
12
日（
火
）か
ら
10
月
２
日（
月
）ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

市
長
か
ら
、条
例
、補
正
予
算
、決
算
の
認
定
な
ど
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、審
議
の
結
果
、全
て
原
案
の
と
お
り
可
決

お
よ
び
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
定
例
会
の
様
子
は
、議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
録
画
中
継
を
配
信
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

ふるさと応援寄附金パンフレット

決算
平成28年度

2年
続けて

事業名 概　要 金　額
塩崎駅周辺整備事業 塩崎架道橋改築工事、市道新町山本線道路改良工事などの事業 1億884万円

地方創生加速化交付金事業
焼酎大弐CM製作、首都圏に向けた広告塔事業、自分にあった方
法で健康づくりに取り組み、ポイントを貯める「甲斐市健康ポ
イント事業」などの事業

6,073万円

母子保健事業
健康増進課を「子育て世代包括支援センター」と位置づけ、産
前から切れ目のない子育て支援の実現を図る「甲斐市版ネウボ
ラ推進プロジェクト」などの事業

9,700万円

災害対策整備事業
地域における啓発活動や訓練の実施、災害時備蓄食料等の購
入、有事の際には避難所運営支援などを行う甲斐市防災リー
ダーの養成講習などの事業

1,171万円

ふるさと応援寄附金事業
民間のウェブサイトの活用や、様々な返礼品を用意し、甲斐市
への寄附金の増収を図る事業
なお、平成28年度の寄附金の総額は、1億4,535万円であった。

6,564万円

●このような事業に使われました。

焼酎大弐ポスター 塩崎駅

市税
85億4,411万円

民生費
95億8,127万円

公債費
31億5,241万円

教育費
26億8,220万円

総務費
24億7,906万円

衛生費
21億199万円

土木費
20億7,944万円

諸支出金
16億3,863万円

地方交付税
55億7,120万円

国庫支出金
36億6,314万円

県支出金
16億6,214万円

繰越金
14億3,427万円

地方消費税交付金
11億8,749万円

諸収入
6億7,905万円

消防費
9億6,372万円

農林水産業費
4億1,268万円

議会費
2億1,099万円

労働費・商工費
1億3,070万円

その他
11億5,589万円

繰入金
12億8,632万円

歳入総額
268億2,082万円

歳出総額
254億3,309万円

自治体の規模や人口に
応じて国から交付される
お金です。

社会保障など福祉に
使うお金です。

借入金の返済に
使うお金です。

議会運営に使う
お金です。

健康診断、予防接
種、ごみ関係など
に使うお金です。

市の事業に対し、
国から交付され
たお金です。

市の借り入れた
お金です。

市債
16億3,721万円

市民税や固定資産税
などみなさんが納めて
いる税金です。

市税
85億4,411万円

民生費
95億8,127万円

公債費
31億5,241万円

教育費
26億8,220万円

総務費
24億7,906万円

衛生費
21億199万円

土木費
20億7,944万円

諸支出金
16億3,863万円

地方交付税
55億7,120万円

国庫支出金
36億6,314万円

県支出金
16億6,214万円

繰越金
14億3,427万円

地方消費税交付金
11億8,749万円

諸収入
6億7,905万円

消防費
9億6,372万円

農林水産業費
4億1,268万円

議会費
2億1,099万円

労働費・商工費
1億3,070万円

その他
11億5,589万円

繰入金
12億8,632万円

歳入総額
268億2,082万円

歳出総額
254億3,309万円

自治体の規模や人口に
応じて国から交付される
お金です。

社会保障など福祉に
使うお金です。

借入金の返済に
使うお金です。

議会運営に使う
お金です。

健康診断、予防接
種、ごみ関係など
に使うお金です。

市の事業に対し、
国から交付され
たお金です。

市の借り入れた
お金です。

市債
16億3,721万円

市民税や固定資産税
などみなさんが納めて
いる税金です。

会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額 翌年度へ繰越すべき財源 実質収支
一　般　会　計 268億2,082万円 254億3,309万円 13億8,773万円 1億2,873万円 12億5,900万円

特
別
会
計

国民健康保険 89億　952万円 85億3,084万円 3億7,868万円 0 3億7,868万円
後期高齢者医療 6億1,387万円 6億1,301万円 86万円 0 86万円
介護保険 44億5,219万円 43億7,182万円 8,037万円 0 8,037万円
介護サービス 1,779万円 1,678万円 101万円 0 101万円
住宅新築資金等貸付事業 112万円 92万円 20万円 0 20万円
簡易水道事業 9,472万円 9,469万円 3万円 3万円
地域し尿処理施設 2,466万円 2,414万円 52万円 0 52万円
農業集落排水事業 1,147万円 1,135万円 12万円 0 12万円
下水道事業 22億　695万円 21億9,128万円 1,567万円 109万円 1,458万円
合併浄化槽事業 2,216万円 2,205万円 11万円 0 11万円

水　道　事　業　会　計※2 8億8,788万円 11億7,282万円 △2億8,494万円

●会計別の決算状況

※2 水道事業会計での支出額に不足する額は、過年度分損益勘定留保資金、当年度分損益勘定留保資金、建設改良積立金および当年度分消費税及
び地方消費税資本的収支調整額で補てんしました。

※1 実質単年度収支…単年度の収支から、実質的な黒字要素（財政調整基金の積み立て、取
り崩しなど）を加減したもの

母子保健事業

平成28年度 一般会計歳出決算 254億 3,309万円を認定

討論の末 賛成19対反対2で認定!!
賛成討論　長谷部 集　議員
　増加する社会保障関係経費に的確に対応する中で、政策課題の着
実な推進と健全財政の堅持を基本とし、施策の選択と集中を図るな
か、効率的・効果的な予算執行がなされているものと総括すること
ができます。
　また、今後、少子高齢化社会が着実に進展し、社会保障経費が増加
していく状況を鑑みると、より一層の歳出削減と歳入確保が求めら
れると考えます。本市の将来像である『緑と活力あふれる生活快適
都市』の実現に向け、将来を見据えた的確な判断と、臨機応変な実行
力を備えた財政運営により、更なる本市の飛躍を期待し、賛成討論
とします。

反対討論　松井 豊　議員
　普通会計の主要指標が概ね良好に推進しており、行政全般への一
定の配慮とエアコンの設置については評価できる。
　しかし、歳入では市民の消費税納入分約130億円に対し、消費税
交付金が11億円余しかないことや、サテライト双葉の公営賭博売
上金の納入は納得できない。
　歳出では、行政サービスの根基をなす正規職員の人件費が県内最
下位であること。商工費の充実と住宅リフォーム助成制度の導入、
中学3年生までの医療費を窓口無料にすべき。マイナンバー制度と
バイオマス事業にも問題が多い。また国に対しても、地方財政のさ
らなる充実を要求すべき。

△はマイナス
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平
成
28
年
度 

決
算
審
査
特
別
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

５
日
間
に
わ
た
り
徹
底
検
証

　
平
成
28
年
度
の
決
算
審
査
は
、委
員
20
人
に
よ
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会（
三
浦
委
員
長
、滝
川
副
委
員
長
）を
設
置
し
、９
月
22
日
か
ら
28
日
ま
で
の
間
、延
べ
５
日
間
審
査
を

行
な
い
ま
し
た
。委
員
会
で
の
質
疑
の
一
部
を
抜
粋
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

市
民
税
等
滞
納
に
よ
る
差
し
押
さ
え
の
件

数
と
競
売
に
よ
る
配
当
額
は
。

平
成
２８
年
度
に
つ
い
て
は
、１
９
２
件
の
差
し
押
さ
え

を
執
行
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、動
産
を
公
売
し
、税
へ
の
充
当
は
17
万
２
，

０
８
１
円
で
あ
っ
た
。

保
育
料
の
不
納
欠
損
の
人
数
お
よ
び
理
由
は
。

５
名
分
の
不
能
欠
損
で
あ
り
、理
由
と
し
て
は
、転
出

先
不
明
な
ど
の
時
効
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

サ
テ
ラ
イ
ト
双
葉
か
ら
の
雑
入
に
つ
い
て

は
、売
上
の
何
％
が
収
入
と
な
る
か
。

競
輪
、競
艇
、オ
ー
ト
レ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、売
上
の

１
％
、競
馬
は
０
．５
％
で
あ
り
、総
額
と
し
て
、４
，

２
８
４
万
円
ほ
ど
の
収
入
と
な
る
。な
お
、収
入
は
、

こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
の
財
源
と
し
て
い
る
。

市
営
住
宅
使
用
料（
家
賃
）に
つ
い
て
、

滞
納
状
況
は
。

平
成
２８
年
度
末
で
20
人
お
り
、一括
納
入
で
き
な
い
方

は
、分
納
誓
約
書
に
よ
り
順
次
、納
入
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

市
が
非
常
用
に
備
蓄
し
て
い
る
食
料
と
水

の
数
は
。ま
た
、避
難
所
用
の
簡
易
ベ
ッ
ト

や
ト
イ
レ
な
ど
の
備
蓄
数
は
。

平
成
28
年
度
で
ア
ル
フ
ァ
米
５
万
６
２
６
食
、５
０
０

ml
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
４
万
８
千
本
備
蓄
し
て
い
る
。避
難

所
用
の
簡
易
ベ
ッ
ト
は
、68
台
、ト
イ
レ
は
、45
基
、プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
ル
ー
ム
は
、41
個
備
蓄
し
て
い
る
。

平
成
年
度
の
臨
時
福
祉
給
付
金
に
お
け

る
給
付
率
お
よ
び
未
申
請
者
数
は
。

給
付
率
は
84
％
、未
申
請
者
数
は
、１
，９
７
９
人
で

あ
る
。

Q

Q

QQQQ

QQ

QQ

QQ

QQ

Q

QQQ A

A

AAAA

AA

AA

AA

AA

A

AAA

歳
出

歳
入

再
任
用
職
員
の
今
後
の
見
込
み
は
。

再
任
用
職
員
は
定
年
退
職
者
を
対
象
と
し
て
い
る
。

今
後
は
65
歳
ま
で
が
再
任
用
期
間
と
な
る
た
め
、増

え
る
見
込
み
で
あ
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
開
始
に
伴
い
、平
成

年
度
か
ら
シ
ス
テ
ム
改
修
等
の
費
用
は
ど

れ
く
ら
い
か
。

平
成
26
年
か
ら
３
年
間
で
１
億
９
千
万
円
ほ
ど
シ
ス

テ
ム
改
修
が
行
わ
れ
て
い
る
。

高
齢
者
と
子
ど
も
の
帰
り
道
ふ
れ
あ
い
事

業
の
支
出
の
内
訳
は
。

事
業
で
使
う
ベ
ス
ト
や
ブ
ル
ゾ
ン
の
購
入
費
、団
体
総

合
補
償
制
度

費
用
保
険
へ

の
掛
け
金
な

ど
で
あ
る
。

外
国
人
講
師
を
増
員
す
る
計
画
は

あ
る
の
か
。

現
在
は
、全
て
の
小
中
学
校
で
外
国
人
講
師
の
活
用

が
で
き
て
い
る
。今
後
は
、地
域
の
人
材
の
活
用
を
含

め
て
検
討
し
て
い
く
。

甲
斐
市
民
バ
ス
の
路
線
ご
と
の

年
間
の
利
用
人
数
は
。

山
梨
大
学
医
学
部
付
属
病
院
線
１
８
，１
０
５
人
、

竜
王
双
葉
線
１
，２
４
１
人
、敷
島
双
葉
線
２
，

１
８
２
人
、敷
島
北
部
線
２
，９
４
９
人
、双
葉
北
部

線
１
，０
８
９
人
、合
計
２
５
，５
６
６
人
が
利
用
し

て
い
る
。

学
校
教
育
支
援
員
の
人
数
は

他
市
に
比
べ
て
ど
う
か
。

学
校
教
育
支
援
員
の
人
数
は
、県
内
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

で
あ
り
、充
実
し
て
い
る
。な
お
、全
て
の
方
が
教
員

免
許
を
取
得
し
て
い
る
た
め
、学
校
で
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

消
防
団
員
は
火
災
お
よ
び
風
水
害
等
で

ど
れ
く
ら
い
出
動
し
て
い
る
の
か
。

平
成
28
年
度
は
、火
災
16
件　

訓
練
２
２
８
件
、

警
防
調
査
出
動
１
８
３
件
、特
別
警
戒
出
動
が

１
３
０
件
、風
水
害
３
件
、風
水
害
の
時
の
警
戒
出

動
が
９
件
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
そ
の
他
１
６
６
件
出
動

し
て
い
る
。

竜
王
駅
魅
力
発
信
協
議
会
補
助
金
の
使
途

の
内
訳
は
。

駅
前
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョン
、南
口
の
駅
前
ひ
ろ
ば
の
Ｂ

Ｇ
Ｍ
機
器
の
設
置
、山
県
大
弐
像
Ｐ
Ｒ
の
イ
ベ
ン
ト
の

経
費
で
あ
る
。

一時
預
か
り
事
業
お
よ
び
延
長
保
育
は
、全
て

の
公
立
の
保
育
園
で
実
施
し
て
い
る
の
か
。

全
て
の
公
立
保
育
園
で
実
施
し
て
い
る
。

今
後
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
活
動
は
。

①
市
外
で
の
活
動
を
増
や
す
、②
産
業
振
興
、③
マ
ス

コ
ミ
の
活
用
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
活
動
し
て
い
く
。

防災訓練の様子

高齢者と子どもの帰り道ふれあい事業竜王駅前イルミネーション甲斐市営業部長 やはたいぬ

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
防
犯
灯
の
設
置
に

ど
れ
く
ら
い
か
か
る
か
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
防
犯
灯
の
設
置
に
は
、電
柱
に
つ
け
る
場
合

は
、２
万
７
千
円
ほ
ど
が
か
か
る
。電
柱
が
な
い
場
合

は
、７
万
９
千
円
ほ
ど
か
か
る
。

不
法
投
棄
件
数
の
推
移
は
。

実
績
と
し
て
、平
成
28
年
度
で
、８
，５
１
５
㎏
、平
成

27
年
度
で
１
０
，４
７
８
㎏
で
あ
り
、平
成
２８
年
度
は

減
っ
て
い
る
が
、年
度
に
よ
り
変
動
が
あ
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
は
、さ
つ
ま
い
も
の

栽
培
だ
け
で
な
く
、広
い
分
野
で
力
を
発
揮

し
て
ほ
し
い
が
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、さ
つ
ま
い
も
の
栽
培
の
ほ

か
、赤
坂
と
ま
と
の
植
え
付
け
、農
の
駅
や
ク
ラ
イ
ン

ガ
ル
テ
ン
で
は
販
売
所
の
改
善
な
ど
集
客
の
た
め
の

提
案
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地域おこし協力隊のさつまいも栽培
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　一般会計補正予算（第３号）は、市債、国庫補助金、
基金繰入金などを財源に、小学校費、総務管理費、社会
福祉費などの増額の補
正予算が提出され、採
決の結果、全会一致で
可決しました。

●おもな歳入（財源）
市 債 1 億 2,580 万円
繰 入 金 4,585 万円
国 庫 支 出 金 6,230 万円
県 支 出 金 284 万円
寄 附 金 50 万円

●おもな歳出（使いみち） ※青字と△は減額

教 育 費 敷島小学校費、文化財調査事業、関係職員費 1 億 6,449 万円
民 生 費 臨時福祉給付金（経済対策分）給付事業、助産・母子生活支援事業、関係職員費 3,525 万円
総 務 費 関係職員費 2,790 万円
土 木 費 土木総務事業（山梨県災害時避難路通行確保対策事業費補助金）、関係職員費 848 万円
衛 生 費 母子保健事業、関係職員費 662 万円
消 防 費 消火栓負担金（飲料水兼用耐震性貯水槽修繕）、関係職員費 171 万円
商 工 費 商工振興事業（委員報酬）、関係職員費 69 万円
議 会 費 関係職員費 40 万円
労 働 費 関係職員費 2 万円
農林水産業費 有害鳥獣捕獲等対策事業、関係職員費 △ 827 万円

●特別会計および水道事業会計補正予算 ※青字と△は減額

子育て世代包括支援センター

会　  　計　  　名 予算額 補正額 総額
国民健康保険特別会計補正予算 ( 第 2 号 ) 92 億 5,845 万円 △ 275 万円 92 億 5,570 万円
後期高齢者医療特別会計補正予算 ( 第 1号 ) 6 億 6,643 万円 169 万円 6 億 6,812 万円
介護保険特別会計補正予算 ( 第 1号 ) 46 億 2,370 万円 739 万円 46 億 3,109 万円
簡易水道事業特別会計補正予算 ( 第 1号 ) 9,318 万円 99 万円 9,417 万円
地域し尿処理施設特別会計補正予算 ( 第 1号 ) 1,917 万円 △ 225 万円 1,692 万円
下水道事業特別会計補正予算 ( 第 1号 ) 23 億 8,189 万円 225 万円 23 億 8,414 万円
水道事業会計補正予算 ( 第 2 号） 15 億 6,423 万円 471 万円 15 億 6,894 万円

◇補正予算の可決に伴い、新たに実施される事業など一部を紹介します。補正予算事業の紹介

●主な質疑
どこに相談室を設置するのか。
市役所本館１階にある健康増進課事務室の前に、相談室（２部屋）の設置を予定している。

Q
A

母子保健事業［100万円］
　甲斐市の健康増進課は、「子育て世代包括支援センター」として子育て支援などのワンストップ支援の拠点となって
います。今回、プライバシーに配慮した相談窓口の環境整備を行うための専用の相談室を設置する事業です。

●主な質疑
学校の施設整備は、今後どのような順番で実施していくのか。
今年と来年の２か年で学校施設の長寿命化計画を策定するの
で、計画に基づき施設整備を実施していく。

Q
A

敷島小学校施設整備費［1億6,800万円］
　国の交付金の内示に伴い、甲斐市立敷島小学校の校舎南館および北
館の内装や機械・電気設備などの大規模改修工事を行う事業です。

●主な質疑
緑地面積率は、甲斐市独自でもう少し緩和できるのか。
国の基準の最低ラインに合わせているため、これ以上は緩和できない。

Q
A

今定例会で審査した条例の一部を紹介します。

条 例 の 審 査

甲斐市工場立地法に基づく緑地面積率等に係る準則を定める条例の制定の件を可決
　地域の実情に応じ緑地面積率等の緩和を行い、現在稼動している工場敷地の有効活用の促進や、新規工
場の誘致を図ることを目的とし、条例を制定するものです。

第3回定例会／補正・条例第3回定例会／補正・条例

しきしま幼稚園跡地に古墳時代の遺構・遺物が見つかる

　文化財は一度失ってしまうと復元が非常に難しく、あるいは２度と復元ができない場合もあります。その結
果、先人が残した地域の歴史や文化は永久に失われてしまいます。
　そのため、工事などでやむをえず遺跡が破壊される
場合には、発掘調査（記録保存）をする必要がありま
す。発掘調査をしておけば、遺跡自体は失われても「こ
こに遺跡があった」という記録は未来の人たちに残す
ことができます。
　しきしま幼稚園跡地でも、古墳時代の人たちが残し
た土器などの文化財が確認されたため、工事の前に発
掘調査をして記録保存をすることとなりました。 土

は じ き

師器出土状況須
す え き

恵器出土状況

なぜ文化財の調査が必要なの ??

平成２９年度一般会計補正予算（第３号）敷島小学校大規模 改修工事費など２億３，７２９万円増額を可決

古墳時代の住居跡

●主な質疑
試掘の段階で出土した遺構・遺物は。
古墳時代の住居跡や土器などが出土した。
出土品の管理は。
出土した土器等は、整理分析後、一般公開で展示し、その後は収蔵庫へ保管する。

Q

Q
A

A

文化財調査事業［407万円］
　しきしま幼稚園跡地（宮地）に保育園を建設するにあたり、試掘調査の結果、
文化財保護法に基づく、埋蔵文化財発掘調査を実施する事業です。調査期間は２
か月半を予定し、作業員は述べ250人を見込んでいます。

敷島小学校
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第3回定例会／委員会レポート第3回定例会／請願・人事

今定例会における各常任委員会での議案審査の
質疑を抜粋してお伝えします。

（９月１５、１９日開催）委員会レポート
条例・補正予算

総務教育常任委員会

概要：平成 29 年 4 月1日の人事異動や昇給等に伴う
給料月額および共済費の事業主負担の増額

共済費の事業主負担は、何割増えたのか。
共済費の事業主負担の割合は、何種目かある
が、一例を挙げると 0.3％増えている。

Q
A

職員人件費 3,079 万円の増額補正

概要：市の指定避難場所の双葉西小学校に設置して
いる飲料水兼用耐震性貯水槽の遮断弁等の動作不良
に伴う修繕に要する経費の増額

年 2 回の点検内容は。
遮断弁の作動確
認、貯水槽の圧
力検査、水垢の
付着、消耗部品
の破損などを実
施している。

Q
A

消火栓負担金 171 万円の増額補正

双葉西小学校耐震性貯水槽の現場

概要：臨時福祉給付金の給付対象者の増加が見込ま
れるための増額

給付対象者が増える理由は。
修正申告などによる課
税更正、市内児童福祉
施設の情報提供、未申
告者への申告勧奨に伴
うものなどである。

Q
A

臨時福祉給付（経済対策分）給付事業 2，084万円の増額補正

概要：保護者等が疾病等により、家庭において児童
を養育することが困難になった場合に、市が委託する
乳児院での宿泊を伴った一時預かり事業費の増額

利用者がどれくらい増えると見込んでいるか。
現在の状況は、31 泊利用しているが、今年度
末までにさらに 23 泊増えると見込んでいる。

Q
A

次世代育成支援対策事業 8万円の増額補正

概要：地域包括ケアシステムの強化のための介護保険
法等の一部を改正する法律が公布されたことに伴い、
所要の改正を行うもの

今回の改正で、「第１号被保険者」を「被保険者」
とした理由は。

「第1号被保険者」は、65歳以上、「第2号被保険
者」は、40歳から64歳までとしているが、今
回、「第1号被保険者」だけでなく「第2号被保
険者」も含めて罰則の対象とするものである。

Q

A

甲斐市介護保険条例の一部改正の件条例

厚生環境常任委員会

厚生環境常任委員会

会議での調査項目など国のガイドラインはな
いのか。
国のガイドラインはなく、甲斐市の中小企業
の振興を図る上で、独自で調査・研究・検証
を行う会議である。

Q

A

概要：甲斐市中小企業・小規模企業振興会会議規則
の制定に伴う、振興会議委員報酬の増額

商工振興事業 9 万円の増額補正

建設経済常任委員会

防止柵の全長はどれくらいあるのか。
18.6km 設置している。
修繕の内訳は。
金網の修繕が２箇所、鋼管 2 箇所、鉄扉２箇
所である。

Q

Q
A

A

概要：下福沢地内の鳥獣害防止柵（６箇所）の修繕に
伴う増額

有害鳥獣捕獲等対策事業 119 万円の増額補正

破損した鳥獣害防止柵の様子

確認じゃ

市議会では、開かれた議会への取り組みとして、本年も『市民と議会の対話集会』を開催します。

新田公民館 中八幡公会堂

【昨年の市民と議会の対話集会】

敷島地区 竜王地区

開催日時 11月9日（木）19：00～ 11月17日（金）19：00～

会　　場 敷島総合文化会館（視聴覚室） 竜王東児童センター（遊戯室）

対象地区 上町北、上町南、敷島竪町 他 富竹新田１区、２区、３区、４区　他

内　　容 ●議会報告会　（これまでの議会改革の歩み）
●意見交換　テーマ：「まちづくり」について、その他

市民と議会の対話集会を11月に開催

●定例会人事 任期満了に伴い、長田明美氏（中下条）の任命（再任）に対し同意しました。教育委員会委員

請願審査の結果および意見書の提出
■請願の内容

■請願の内容

【請 願 者】甲斐市ＰＴＡ連絡協議会　会長 亀田和範、甲斐市公立小中学校長会　会長 大柴剛一、
甲斐市公立小中学校教頭会　会長 丸茂和也、山梨県教職員組合中巨摩支部 執行委員長 諸里嘉史

【紹介議員】横山洋介、滝川美幸

【請 願 者】戦争させない甲斐市民ネット　代表　谷口和男
【紹介議員】樋泉明広

「30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度拡充を図るための請願書]⇒ 採択（全会一致）

「テロ等準備罪」を新設する改正組織犯罪処罰法の廃止を求める意見書提出への請願⇒ 不採択

■意見書の提出

■要望事項

■提出先

１　少人数学級を推進すること。具体的学級規模は、OECD 諸国並みのゆたかな教育環境を整備するため 30 人以下学級とす
ること。

２　義務教育の根幹である、教育の機会均等・水準確保・無償制の維持に不可欠な義務教育費国庫負担制度を堅持すること。
３　教育条件の格差解消を図るため、地方交付税を含む国における教育予算を拡充すること

衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　文部科学大臣　財務大臣　総務大臣

【30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度拡充を図るための意見書】⇒ 可決（全会一致）
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一般質問
平成 29 年第３回定例会の一般質問を要約してお伝えします。なお、議会ホームページで、録画を配信しています。

山本 今朝雄 議員（創政甲斐クラブ）11ページ
①各自治会における「地区防災計画」の策定
について

②高齢運転者の交通事故防止について
③子ども・若者育成支援について

清水 正二 議員（颯新クラブ）16ページ
①甲斐市の観光振興と観光客増について
②ごみの減量化について
③甲斐市の職員採用と定数について

金丸 寛 議員（甲斐市民クラブ）16ページ
①赤坂台を中心とした開発状況と今後の

計画
②公共施設のLED化の進捗状況
③職員採用について
④大弐のコマーシャル効果と今後

小澤 重則 議員（颯新クラブ）13ページ
①甲斐市の防災対策と自主防災組織の展

望について

内藤 久歳 議員（創政甲斐クラブ）14ページ
①一般廃棄物処理基本計画の総括について
②教育現場の働き方改革の推進を

樋泉 明広 議員（日本共産党甲斐市議団）14ページ
①介護保険制度の見直しについて
②甲斐市の防災・減災対策について

長谷部 集 議員（創政甲斐クラブ）15ページ
①双葉中学校の教育環境改善について

有泉 庸一郎 議員（颯新クラブ）15ページ
①ごみ処理の広域化について
②教員の働き方改革について
③山梨県緑化センター跡地活用について

斉藤 芳夫 議員（甲斐市民クラブ）12ページ
①甲斐市森林整備計画について
②国が検討している、森林吸収源対策税制

について

横山 洋介 議員（甲斐市民クラブ）12ページ
①ごみ処理について
②観光振興施策について

金丸 幸司 議員（公明党）13ページ
①ダブルケア（育児と介護の両立）支援に

ついて
②甲斐市の防災、減災について

９月12日（火） 9月14日（木）9月13日（水）

ここが聞きたい!!

歳入（財源）
県 支 出 金 2,337 万円

歳出（使いみち）
総 務 費 衆議院議員選挙費 2,337 万円

　一般会計補正予算（第４号）は、衆議院総選挙の実施に伴い、国からの委託金を財源
に、選挙費の補正予算が提出され、採決の結果、全会一致で可決しました。

2,337万円増額
平成２９年度一般会計補正予算（第４号）

衆議院議員総選挙に伴い予算を追加

議決
月日

議決
結果

創政甲斐クラブ 甲斐市民クラブ 新政クラブ 颯新クラブ 日本共産党
甲斐市議団 公明党
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議案第 52 号 甲斐市工場立地法に基づく緑地面積率等に係る準則を定める条例の制定の件 9 月 21 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 53 号 甲斐市介護保険条例の一部改正の件 9 月 21 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 54 号 平成29年度甲斐市一般会計補正予算(第3号) 9 月 21 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 55 号 平成29年度甲斐市国民健康保険特別会計補正予算(第2号) 9 月 21 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 56 号 平成29年度甲斐市後期高齢者医療特別会計補正予算(第1号) 9 月 21 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 57 号 平成29年度甲斐市介護保険特別会計補正予算(第1号) 9 月 21 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 58 号 平成29年度甲斐市簡易水道事業特別会計補正予算(第1号) 9 月 21 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 59 号 平成29年度甲斐市地域し尿処理施設特別会計補正予算(第1号) 9 月 21 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 60 号 平成29年度甲斐市下水道事業特別会計補正予算(第1号) 9 月 21 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 61 号 平成29年度甲斐市水道事業会計補正予算(第2号） 9 月 21 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認 定 第 1 号 平成28年度甲斐市一般会計歳入歳出決算認定の件 10 月 3 日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

認 定 第 2 号 平成28年度甲斐市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定の件 10 月 3 日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認 定 第 3 号 平成28年度甲斐市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定の件 10 月 3 日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

認 定 第 4 号 平成28年度甲斐市介護保険特別会計歳入歳出決算認定の件 10 月 3 日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

認 定 第 5 号 平成28年度甲斐市介護サービス特別会計歳入歳出決算認定の件 10 月 3 日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認 定 第 6 号 平成28年度甲斐市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定の件 10 月 3 日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認 定 第 7 号 平成28年度甲斐市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定の件 10 月 3 日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認 定 第 8 号 平成28年度甲斐市地域し尿処理施設特別会計歳入歳出決算認定の件 10 月 3 日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認 定 第 9 号 平成28年度甲斐市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定の件 10 月 3 日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第 10 号 平成28年度甲斐市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定の件 10 月 3 日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第 11 号 平成28年度甲斐市合併浄化槽事業特別会計歳入歳出決算認定の件 10 月 3 日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第 12 号 平成28年度甲斐市水道事業会計決算認定の件 10 月 3 日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第29-5号 「テロ等準備罪」を新設する改正組織犯罪処罰法の廃止を求める意見書提出への請願 10 月 3 日 不採択 × × × × × × × × × × × × × － ○ × × × ○ ○ × ×

請願第29-6号 30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度拡充を図るための請願書 10 月 3 日 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意 第 3 号 30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度拡充を図るための意見書の提出について 10 月 3 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 62 号 平成29年度甲斐市一般会計補正予算（第４号）10 月 3 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第 21 号 教育委員会委員の任命の件 10 月 3 日 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案番号

会派名
議席番号

議員名

議案名

※議長（小浦宗光）は可否同数以外は採決に加わらない。
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①災害弱者への支援について
②受動喫煙防止を
③子どもへの暴力の撲滅を

地区防災計画の策定に伴う市のマニュアルは
市長▶地区防災計画は自治会で策定することになっている

創政甲斐クラブ　山本 今朝雄  議員

山
本 

自
治
会
が
自
主
的
に
、策

定
す
る
地
区
防
災
計
画
に
対
し

て
、市
と
し
て
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
。

市
長 

自
主
防
災
組
織
の
設
立

運
営
を
推
進
し
、体
制
づ
く
り
を

促
し
た
上
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
整

備
し
、地
区
防
災
計
画
の
策
定
を

支
援
し
て
い
く
。

山
本 

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
習
内
容
と
役
割
に
つ
い
て
。

総
務
部
長 

3
日
間
、6
0
0
分

の
講
習
で
、防
災
一
般
講
習
と
応
急

手
当
や
自
主
防
災
マ
ッ
プ
作
成
、

避
難
所
運
営
机
上
訓
練
等
の
実
習

訓
練
と
な
っ
て
お
り
、講
習
終
了

後
は
、防
災
に
関
す
る
知
識
や
技

能
を
生
か
し
た
自
主
防
災
組
織
で

の
積
極
的
な
活
動
の
担
い
手
と
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

市
長 

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

は
交
通
事
故
防
止
策
や
対
応
策

と
し
て
も
有
効
で
あ
る
が
、全
国

で
も
実
施
し
て
い
る
例
は
少
な
く

レ
ン
タ
ル
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

は
、県
警
や
県
内
他
市
等
の
状
況

も
見
る
中
で
費
用
対
効
果
等
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
く
。

教
育
長 

未
来
を
担
う
人
材
で

あ
る
子
ど
も
若
者
の
成
長
と
自
立

を
支
援
し
て
い
く
社
会
づ
く
り
を

目
指
す
た
め
に
は
行
政
・
家
庭
・

学
校
・
地
域
社
会
や
関
係
機
関
が

そ
れ
ぞ
れ
協
働
し
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。県
お
よ
び
関
係
機
関

と
連
携
を
図
る
な
か
で
、子
ど
も
・

若
者
支
援
地
域
協
議
会
の
設
置

に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い
く
。

高
齢
運
転
者
の
交
通

事
故
防
止
対
策
と
し

て
、ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
レ
ン
タ
ル
制
度

の
導
入
は

社
会
生
活
を
営
む
上

で
特
別
な
支
援
が
必

要
な
子
ど
も
や
若
者

に
は
継
続
的
包
括
的

な
支
援
が
必
要
で
あ

り
、
県
や
民
間
組
織

と
連
携
を
図
り
な
が

ら
専
門
家
に
よ
る
子

ど
も
・
若
者
支
援
地

域
協
議
会
の
設
置
に

つ
い
て
は

地域防災リーダー養成講習
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除は地方自治法第 117 条の除斥
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一般質問一般質問

ダブルケア支援について実態調査を行うべきと考えるが
市長▶各相談窓口を通しダブルケアの把握に努めていく

公明党　金丸 幸司  議員

金
丸 

国
は
、育
児
と
介
護
の
ダ

ブ
ル
ケ
ア
の
実
態
に
関
す
る
調

査
お
よ
び
結
果
を
公
表
し
た
。育

児
と
介
護
の
両
方
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
負
担
を

強
い
ら
れ
悩
ま
れ
て
い
る
方
が

い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長 

近
年
、晩
婚
化
を
背
景
に

育
児
期
に
あ
る
方
が
親
の
介
護

も
同
時
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
い

る
。現
在
、子
育
て
に
つ
い
て
は
、

母
子
相
談
窓
口
、介
護
に
つ
い
て

は
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
相
談
に
対
応
し
て
お
り
、複

数
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
相
談

者
に
は
、必
要
な
関
係
機
関
に
繋

い
で
い
る
。

金
丸 

ダ
ブ
ル
ケ
ア
支
援
に
先

進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治

体
が
あ
る
。独
自
の
入
所
選
考
指

針
を
策
定
し
、よ
り
細
や
か
な
評

価
点
区
分
を
設
け
実
施
し
て
い

る
。導
入
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

福
祉
部
長 

育
児
と
介
護
の
ダ

ブ
ル
ケ
ア
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
人
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、

先
進
事
例
等
を
研
究
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

金
丸 

災
害
時
、避
難
所
で
は
多

く
の
被
災
者
の
方
が
避
難
し
て

く
る
。避
難
所
運
営
に
つ
い
て
何

を
す
べ
き
か
各
自
治
会
同
士
の

協
議
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
。

総
務
部
長 

自
治
会
か
ら
の
要

望
に
よ
り
随
時
、指
定
避
難
所
運

営
委
員
会
訓
練
の
実
施
を
支
援

し
て
い
く
。

金
丸 

「
避
難
準
備
情
報
」の
名

称
が
新
し
く
「
避
難
準
備
・
高

齢
者
等
避
難
開
始
」
に
変
更
し

た
こ
と
が
わ
か
る
、解
り
や
す

い
表
な
ど
作
成
し
、周
知
し
た

ら
ど
う
か
。

総
務
部
長 

表
を
作
成
し
、各
公

民
館
や
各
自
治
会
へ
配
布
す
る
。

指
定
避
難
所
の
運
営

に
つ
い
て

避難所宿泊訓練の様子

甲斐市森林整備計画の基本目的は
市長▶長期的な視点に立った森林づくりの施策の方向などを定める

甲斐市民クラブ　斉藤 芳夫  議員

斉
藤 

森
林
の
現
状
、整
備
の
基

本
目
的
、重
点
と
そ
の
理
由
は
。

市
長 

本
市
の
森
林
は
約
３
，

１
０
０
ha
、
市
の
総
面
積
の

44
％
ほ
ど
、県
有
林
が
９
１
０

ha
、民
有
林
が
２
，２
０
０
ha
ほ

ど
、市
内
を
流
れ
る
河
川
の
水

源
地
域
で
あ
る
。半
数
以
上
が

天
然
林
で
あ
る
一
方
、人
工
林

で
あ
る
針
葉
樹
林
の
ア
カ
マ
ツ

は
、松
く
い
虫
被
害
木
が
増
加

し
て
い
る
。こ
れ
ら
の
除
去
に

取
り
組
み
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
の
燃
料
の
一
部
と
し
て
有

効
活
用
し
、地
域
の
活
性
化
を

図
る
と
と
も
に
、健
全
な
森
林

整
備
を
進
め
る
考
え
で
あ
る
。

斉
藤 

北
部
の
県
有
林
は
、間
伐

材
が
林
地
残
材
と
し
て
放
置
さ

れ
て
い
る
。搬
出
し
な
い
と
危
険

と
考
え
ら
れ
る
。県
の
見
解
は
ど

う
か
。

市
長 

価
値
の
な
い
も
の
は
残

材
と
し
て
お
く
方
が
将
来
腐
葉

土
に
な
る
こ
と
や
雑
草
繁
茂
の

抑
制
に
な
り
好
影
響
と
考
え
、む

や
み
に
処
分
し
な
い
と
の
説
明

で
あ
っ
た
。

斉
藤 

検
討
中
の
（
仮
称
）
森

林
環
境
税
は
問
題
が
山
積
み
し

て
い
る
。市
長
の
率
直
な
考
え

を
聞
く
。

市
長 

制
度
設
計
を
し
て
い
る

段
階
な
の
で
、意
見
は
述
べ
ら
れ

な
い
が
、今
後
、新
た
な
制
度
を

期
待
し
て
い
る
。

斉
藤 

配
分
方
法
に
大
き
な
不

公
平
感
が
残
る
と
思
わ
れ
る
。本

市
の
整
備
計
画
に
予
算
的
に
大

き
な
期
待
が
持
て
る
か
。

市
長 

新
税
の
使
途
は
、市
町
村

が
行
う
間
伐
等
を
主
な
内
容
に

検
討
中
で
あ
る
と
聞
く
。今
後
も

検
討
会
の
動
向
を
注
視
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

国
が
検
討
し
て
い
る

（
仮
称
）
森
林
環
境

税
に
つ
い
て

森林整備の研修

信玄堤の観光施策の状況については
市長▶「聖牛」モニュメントを皇太子殿下が視察され、治水技術を国連本部で紹介された

甲斐市民クラブ　横山 洋介  議員

横
山 

お
よ
そ
40
年
後
に「
信

玄
堤
」は
築
造
５
０
０
年
の
節
目

を
迎
え
る
が
、次
世
代
へ
の
財
産

と
し
て
市
民
を
中
心
と
し
た
公

園
整
備
を
今
か
ら
行
う
べ
き
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

建
設
産
業
部
長 

国
や
関
係
機

関
と
連
携
し
て
、地
域
住
民
や
有

識
者
な
ど
が
参
加
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
懇
話
会
等
の
立
ち

上
げ
な
ど
に
つ
い
て
、今
後
時
間

を
か
け
て
検
討
し
て
い
く
。

横
山 

観
光
は
見
る
だ
け
か
ら

滞
在
体
験
型
へ
と
変
化
し
て
い

る
。本
市
に
は
磨
け
ば
輝
く
も
の

が
た
く
さ
ん
あ
り
、ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
観
光
振
興
施
策
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
。観
光
タ
ー
ゲ
ッ

ト
層
な
ど
を
考
え
た
観
光
施
策

を
要
望
す
る
。

市
長 

本
市
の
人
口
は
ほ
ぼ
横

ば
い
で
あ
る
が
、平
成
18
年
度
を

ピ
ー
ク
に
一
人
当
た
り
の
ご
み

排
出
は
５
８
９
.
５
g
・
約
14
％

減
と
な
っ
て
い
る
。

横
山 

市
の「
指
定
ご
み
袋
」の

取
り
扱
い
形
態
を
見
直
し
、「
指

定
ご
み
袋
」の
値
下
げ
も
し
く
は

ご
み
処
理
経
費
の
補
填
増
を
検

討
し
て
は
い
か
が
か
。

生
活
環
境
部
長 

市
の
製
造
卸

一
括
方
式
は
現
行
の
民
間
事
業

者
卸
委
託
に
比
べ
十
分
な
収
益

が
得
ら
れ
な
い
た
め
現
在
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

横
山 

ご
み
処
理
に
係
る
負
担

金
の
状
況
は
。

生
活
環
境
部
長 

現
在
、２
広

域
の
ご
み
処
理
を
し
て
い
る
関

係
上
、６
〜
７
億
円
の
負
担
金
と

な
っ
て
お
り
、１
広
域
で
処
理

し
て
い
る
近
隣
同
規
模
自
治
体

と
比
べ
２
倍
ほ
ど
の
負
担
増
と

な
っ
て
い
る
。

横
山 

負
担
が
軽
く
な
る
「
ご

み
処
理
広
域
一
元
化
」
に
向

け
、市
長
の
手
腕
を
振
る
っ
て

主
導
的
に
他
市
町
を
ま
と
め
て

ほ
し
い
。

信玄堤

家
庭
ご
み
の
排
出
量

の
推
移
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

防災対策と自主防災組織の強化について聞く
市長▶各避難所に適合した運営マニュアルに見直していく

颯新クラブ　小澤 重則  議員

小
澤 

東
海
地
震
の
予
知
を
前

提
と
し
た
大
規
模
地
震
対
策
特

別
措
置
法
に
基
づ
く
防
災
対
応

が
見
直
さ
れ
る
。南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
の
対
策
強
化
に
向
け
中

央
防
災
会
議
の
有
識
者
会
議
が

ま
と
め
た
報
告
者
案
で
確
度
の

高
い
予
測
は
困
難
と
明
記
さ
れ

た
。近
年
多
く
の
地
震
学
者
が
指

摘
し
て
来
た
事
だ
。地
震
は
い

つ
、ど
こ
で
起
き
る
か
分
か
ら
な

い
と
、改
め
て
認
識
し
て
、備
え

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。併
せ
て

県
や
市
町
村
、学
校
、自
治
会
な

ど
で
行
う
防
災
訓
練
も
突
発
型

に
対
応
で
き
る
よ
う
、実
態
に
即

し
た
見
直
し
が
欠
か
せ
な
い
。本

市
で
も
各
指
定
避
難
場
所
に
合

わ
せ
た
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
必

要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

市
長 

現
在
備
え
て
い
る
各
避

難
所
ご
と
の
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
つ
い
て
は
、随
時
、市
、自
治

会
、学
校
等
に
よ
り
避
難
所
ご
と

に
協
議
研
修
等
を
行
い
、県
の
指

針
も
踏
ま
え
、よ
り
各
指
定
避
難

場
所
に
適
合
し
た
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
と
な
る
よ
う
見
直
し
を
進

め
て
い
く
。

小
澤 

県
で
は
地
区
防
災
計
画

お
よ
び
マ
ッ
プ
は
避
難
所
ご
と

に
策
定
し
、訓
練
も
求
め
て
い
る

が
各
自
治
会
へ
の
指
導
な
ど
、ど

の
よ
う
に
進
め
て
行
く
の
か
。

総
務
部
長 

地
区
防
災
計
画
に

は
自
主
防
災
体
制
の
構
築
、災
害

対
応
の
訓
練
、環
境
の
改
善
、人

材
の
育
成
と
い
っ
た
各
地
域
な

ら
で
は
の
課
題
の
具
体
化
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、本
市
に
お
い
て

は
、地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

習
や
防
災
学
習
等
を
行
う
こ
と

で
、今
後
も
自
主
防
災
組
織
の
設

立
、運
営
を
推
進
し
体
制
づ
く
り

の
必
要
性
を
促
し
た
上
で
、策
定

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
整
備
し
、地
区

防
災
計
画
の
策
定
を
支
援
し
て

い
く
。

防災訓練の様子
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一般質問一般質問

改正介護保険制度のねらいは
市長▶介護保険制度の持続性の確保のためである

日本共産党甲斐市議団　樋泉 明広  議員

樋
泉 

介
護
利
用
料
が
来
年
8

月
か
ら
3
割
負
担
に
な
る
現
役

並
み
所
得
者
へ
の
影
響
と
保
険

料
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
聞
く
。

市
長 

介
護
保
険
料
が
2
割
・

3
割
負
担
も
4
4
，4
0
0
円
の

同
額
の
た
め
影
響
は
少
な
い
。ま

た
65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料
の

見
直
し
は
、3
か
年
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
利
用
見
込
量
を
基
に
見
直

し
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

樋
泉 

介
護
保
険
料
が
1
．9
倍

の
月
額
5
、1
0
0
円
に
引
き
上

げ
ら
れ
、全
国
・
本
市
も
保
険
料

の
滞
納
者
が
増
え
て
い
る
。滞
納

者
へ
の
利
用
料
の
罰
則
は
止
め

る
べ
き
だ
が
。

福
祉
部
長 

低
所
得
者
に
は
保

険
料
負
担
軽
減
対
策
を
し
て
い

る
。県
市
長
会
が
国
に
自
治
体
の

財
政
負
担
や
被
保
険
者
の
保
険

料
・
利
用
料
軽
減
に
努
め
る
よ

う
要
望
し
て
い
る
。

樋
泉 

甲
斐
市
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
後
の
防
災
・
減
災
対

策
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
。

市
長 

甲
斐
市
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
は
、災
害
対
策
基

本
法
第
42
条
に
基
づ
き
、随
時

行
う
こ
と
と
し
、平
成
24
年
、26

年
度
、27
年
度
に
行
っ
て
い
る
。

本
年
度
に
お
い
て
も
、昨
年
度

発
生
し
た
熊
本
地
震
や
気
象
庁

の
気
象
情
報
の
発
表
基
準
の
変

更
等
に
伴
い
、見
直
し
作
業
を

行
っ
て
い
る
。

樋
泉 

災
害
時
の
救
急
医
療
対

策
は
。

市
長 

災
害
時
の
医
療
救
護
活

動
は
、医
師
会
と
「
災
害
時
の
医

療
救
護
活
動
に
関
す
る
協
定
」を

結
び
、医
療
救
護
班
の
編
成
お
よ

び
派
遣
を
要
請
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。ま
た
、「
甲
斐
市
大
規
模

災
害
時
医
療
救
護
活
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
策
定
し
、万
全
な
対
策
を

講
じ
て
い
る
。

甲
斐
市
の
防
災
・
減

災
対
策
は

双葉中は３５人学級が実現していない、市内他中学校はどうか
教育長▶双葉中以外はすべて３５人以下のクラス編成

創政甲斐クラブ　長谷部 集  議員

長
谷
部 

今
後
の
生
徒
数
の
増

加
を
見
込
む
と
40
人
学
級
で
の

対
応
も
で
き
な
く
な
る
。各
階
の

特
別
教
室
を
新
館
に
移
設
し
、普

通
教
室
を
増
設
で
き
な
い
か
。

教
育
長 

今
年
度
か
ら
策
定
す

る
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
で

検
討
す
る
。

長
谷
部 

長
寿
命
化
計
画
で
は

時
間
が
掛
り
す
ぎ
生
徒
数
の
急

増
に
間
に
合
わ
な
い
。

教
育
部
長 

平
成
33
年
度
前
後

が
生
徒
数
の
ピ
ー
ク
。現
在
よ
り

約
94
人
増
で
教
室
数
が
足
り
な

く
な
る
予
測
。こ
れ
ら
の
こ
と
を

含
め
検
討
す
る
。

長
谷
部 

３
年
生
の
教
室
を
増

や
す
た
め
更
衣
室
が
廃
止
さ
れ

現
在
会
議
室
で
着
替
え
て
い
る
。

改
め
て
の
設
置
が
必
要
。

教
育
長 

普
通
教
室
同
様
に
長

寿
命
化
計
画
で
検
討
す
る
。

教
育
長 

ト
イ
レ
数
、水
飲
み
場

蛇
口
数
と
も
に
双
葉
中
が
最
も

少
な
い
。

長
谷
部 

全
て
に
お
い
て
生
徒

数
に
対
し
少
な
す
ぎ
る
。男
子
小

便
器
に
お
い
て
は
学
年
に
４
基

し
か
な
く
、休
み
時
間
は
常
に
混

乱
し
て
い
る
。

教
育
部
長 

生
徒
の
体
調
管
理

に
お
い
て
も
適
切
な
数
の
設
置
が

望
ま
し
い
と
考
え
今
後
検
討
す

る
。長

谷
部 

体
育
館
へ
上
が
る
階

段
は
非
常
に
急
で
滑
り
や
す
く

危
険
。バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
観
点
か

ら
も
検
討
が
必
要
。

教
育
長 

地
形
や
構
造
上
、ス

ロ
ー
プ
の
設
置
は
難
し
い
。

長
谷
部 

本
館
２
階
か
ら
渡
り

廊
下
を
掛
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

教
育
部
長 

構
造
上
の
可
能
性

や
費
用
を
検
討
し
、他
の
対
応
策

も
研
究
す
る
。

長
谷
部 

双
葉
中
に
は
他
に
も

様
々
な
課
題
が
あ
る
が
、優
先
的

早
急
な
対
応
を
要
望
す
る
。

双葉中学校トイレ

双
葉
中
の
ト
イ
レ
と

水
飲
み
場
は
市
内
他

中
学
校
と
比
較
し
ど

う
か

一般廃棄物処理基本計画の総括について
市長▶目標年度の２９年についても現状維持は可能な状況にある

創政甲斐クラブ　内藤 久歳  議員

内
藤 

処
理
基
本
計
画
に
掲
げ

た
ご
み
減
量
化
の
達
成
状
況
に

つ
い
て
聞
く
。

市
長 

計
画
で
は
、平
成
20
年

度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
10

年
間
で
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

ご
み
の
量
に
つ
い
て
は
、計
画
終

了
年
度
と
な
る
平
成
29
年
度
に

は
１
日
一
人
当
た
り
の
排
出
量

は
六
百
二
十
四
グ
ラ
ム
へ
減
量

す
る
目
標
を
掲
げ
た
と
こ
ろ
市

民
意
識
の
向
上
か
ら
、排
出
量

は
年
々
、減
少
傾
向
に
な
っ
て

い
て
、平
成
28
年
度
の
実
績
は
、

五
百
九
十
グ
ラ
ム
で
あ
り
、目
標

年
度
で
あ
る
平
成
29
年
度
に
つ

い
て
も
現
状
維
持
は
可
能
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

内
藤 

市
民
一
人
当
た
り
の
排

出
量
は
減
少
し
、目
標
は
達
成
で

き
る
と
の
こ
と
だ
が
、家
庭
系
に

お
け
る
、全
体
の
ご
み
の
総
量
の

推
移
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

生
活
環
境
部
長 

第
一
次
甲

斐
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本

計
画
に
お
け
る
現
状
値
で
あ

る
平
成
17
年
度
実
績
と
し
て

は
、一
万
八
千
七
十
七
ト
ン
だ

が
、
平
成
18
年
度
の
実
績
の

一
万
八
千
三
百
九
十
九
ト
ン

を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
し
、平

成
28
年
度
実
績
に
お
い
て
は
、

一
万
六
千
百
二
十
八
ト
ン
と

な
っ
て
い
る
。

教
育
長 

多
忙
化
対
策
検
討
委

員
会
で
策
定
さ
れ
る
計
画
に
基

づ
き
、現
在
多
忙
化
改
善
に
向

け
、会
議
や
調
査
報
告
書
の
効
率

化
を
図
る
と
と
も
に
、本
市
教
育

委
員
会
主
催
の
教
職
員
研
修
の

回
数
や
内
容
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
。今
年
度
末
に
は
、改
善

状
況
の
確
認
と
検
証
を
行
い
、教

職
員
の
多
忙
化
を
解
消
し
、子
ど

も
た
ち
と
向
き
合
う
時
間
を
確

保
す
る
た
め
、県
教
育
委
員
会
と

連
携
し
、学
校
を
支
援
す
る
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

部活動の様子

教
育
現
場
の
働
き
方

改
革
の
推
進
を

山梨県におけるごみ処理広域化計画について
市長▶スケールメリットをいかしたごみ処理施設の広域化が必要である

颯新クラブ　有泉 庸一郎  議員

有
泉 

ご
み
処
理
に
対
す
る
本

市
の
方
向
性
に
つ
い
て
聞
く
。

市
長 

本
市
に
お
い
て
は
、２

つ
の
一
部
事
務
組
合
で
ご
み
処

理
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、少

し
で
も
経
費
の
削
減
を
図
る
た

め
、ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。特
に
近

年
で
は
、生
ご
み
の
削
減
に
着
目

し
、生
ご
み
の
水
き
り
の
呼
び
掛

け
や
、液
肥
化
に
つ
い
て
も
研
究

し
て
い
る
。市
と
し
て
の
将
来
的

な
ご
み
処
理
の
方
向
性
と
し
て
、

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
い
か
し

た
ご
み
処
理
施
設
の
広
域
化
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

有
泉 

一
部
事
務
組
合
や
他
市

町
と
の
話
し
合
い
の
状
況
に
つ

い
て
聞
く
。

市
長 

ご
み
処
理
施
設
の
広
域

化
に
つ
い
て
は
、一
部
事
務
組
合

の
構
成
市
町
の
理
解
が
不
可
欠

で
あ
り
、ま
た
広
域
化
の
時
期
等

に
つ
い
て
も
、関
係
機
関
と
協
議

を
進
め
て
い
く
。

有
泉 

基
本
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
聞
く
。

市
長 

緑
化
セ
ン
タ
ー
跡
地
活

用
の
考
え
方
と
し
て
、既
存
施
設

の
機
能
や
役
割
を
継
承
し
、市
内

外
か
ら
人
が
集
い
、賑
わ
う
交
流

拠
点
施
設
と
し
て
、集
客
性
・
収

益
性
の
高
い
施
設
整
備
や
運
営

の
調
査
研
究
を
進
め
な
が
ら
、ま

た
、P
F
I
な
ど
の
公
民
連
携
事

業
の
導
入
の
可
能
性
を
検
討
し

な
が
ら
、基
本
計
画
の
策
定
を
進

め
て
い
く
。

企
画
政
策
部
長 

基
本
計
画
策

定
に
つ
い
て
は
、産
官
学
金
労
言

の
幅
広
い
分
野
の
委
員
で
構
成

さ
れ
る
甲
斐
市
総
合
計
画
審
議

会
に
お
い
て
、ご
意
見
を
い
た
だ

き
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

山梨県緑化センター跡地

山
梨
県
緑
化
セ
ン

タ
ー
跡
地
活
用
に
つ

い
て

介護の様子
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一般質問一般質問

甲斐市の観光振興と観光客増について
市長▶市の重要課題として第２次甲斐市総合計画の目標に掲げている

颯新クラブ　清水 正二  議員

清
水 

更
な
る
観
光
客
増
に
む

け
た
施
策
に
つ
い
て

市
長 

他
市
に
比
べ
て
、季
節
が

限
定
さ
れ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
多

い
た
め
、年
間
を
通
し
た
観
光
誘

致
が
困
難
で
あ
る
。今
後
、都
内

マ
ル
シ
ェ
や
交
流
市
等
の
県
外
大

型
イ
ベ
ン
ト
、Ｊ
Ｒ
駅
や
中
央
道

Ｓ
Ａ
に
て
特
産
品
販
売
お
よ
び
観

光
宣
伝
事
業
を
継
続
し
、近
隣
市

と
の
連
携
も
視
野
に「
御
岳
昇
仙

峡
」と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
事
業
、マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
活
動
の
広

域
化
に
よ
る
認
知
の
拡
大
を
図
り

対
策
を
検
討
す
る
。

清
水 

甲
斐
市
と
昇
仙
峡
を
結

ぶ
昇
仙
峡
ラ
イ
ン
の
桜
橋
の
状

況
に
つ
い
て

建
設
産
業
部
長 

市
と
し
て
も

「
桜
橋
」架
け
替
え
事
業
の
早
期
完

成
に
向
け
県
と
連
携
を
図
っ
て
い

く
。地
元
か
ら
の
拡
幅
要
望
書
を

県
に
進
達
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

市
長 

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
拠
点
回
収
の
量

は
横
ば
い
だ
が
、大
型
商
業
施
設

の
資
源
回
収
の
利
用
者
の
増
加

が
考
え
ら
れ
る
。今
後
、家
庭
の

ご
み
の
中
で
、資
源
物
と
し
て
分

別
回
収
で
き
る
余
地
は
多
く
市

と
し
て
さ
ら
な
る
資
源
物
・
有

価
物
の
回
収
を
検
討
し
て
い
く
。

市
長 

行
政
、社
会
福
祉
士
、保

育
士
、保
健
師
、管
理
栄
養
士
の

職
種
に
お
い
て
募
集
、１
次
試

験
で
学
力
試
験
を
実
施
、合
格

者
を
２
次
試
験
で
論
文
、総
務

部
長
と
人
事
課
長
が
採
点
を
行

う
集
団
討
論
、個
人
面
接
を
行

い
、２
次
合
格
者
を
３
次
試
験

で
市
長
、副
市
長
、教
育
長
、総

務
部
長
が
採
点
を
行
う
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
個
人
面

接
を
実
施
、最
終
合
格
者
を
決

定
し
て
い
る
。１
次
、２
次
試
験

は
問
題
提
供
お
よ
び
採
点
を
外

部
に
委
託
し
て
い
る
。

竜王リサイクルステーションの様子

家
庭
系
ご
み
の
リ
サ

イ
ク
ル
率
低
下
に
対

す
る
要
因
と
今
後
の

推
進
対
策
に
つ
い
て

甲
斐
市
の
職
員
採
用

試
験
方
法
は

赤坂台を中心とした開発状況と今後の計画は
市長▶現在、この地域において具体的な計画はない

甲斐市民クラブ　金丸　寛  議員

金
丸 

市
の
中
心
的
な
場
所
に

あ
る
赤
坂
台
の
活
用
と
し
て
、公

共
施
設
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
の
街
づ
く
り
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。所
有
者
の
高
齢
化
に
よ
り

使
用
に
悩
ん
で
い
る
人
も
多
い
。

市
と
し
て
具
体
的
な
計
画
は
あ

る
の
か
。

市
長 

こ
の
区
域
に
お
い
て
公

共
施
設
等
の
整
備
計
画
は
な
い
。

市
街
化
調
整
区
域
内
で
の
土
地
利

用
に
対
す
る
規
制
緩
和
を
目
的
に

条
例
を
制
定
し
、約
64‌

ha
が
緩
和

の
対
象
と
な
っ
た
。一
定
条
件
を

満
た
す
と
、個
人
住
宅
建
築
や
小

規
模
商
業
、サ
ー
ビ
ス
業
等
の
土

地
利
用
が
可
能
に
な
っ
た
。

市
長 

一
次
の
学
力
、二
次
の

論
文
試
験
は
外
部
業
者
に
委
託
、

三
次
の
面
接
試
験
は
採
用
者
が

同
一
の
採
点
割
合
で
合
議
な
く

点
数
化
し
、合
計
点
を
順
位
付
け

し
て
合
否
の
判
定
を
し
て
い
る
。

従
っ
て
公
平
性
は
十
分
担
保
さ

れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

金
丸 

三
次
の
面
接
等
に
市
長

の
立
会
い
が
あ
る
が
、今
後
も
こ

の
方
式
で
い
く
の
か
。

総
務
部
長 

任
命
権
者
の
責
務

と
考
え
る
の
で
、公
平
・
公
正
・

透
明
性
を
確
保
し
て
実
施
し
て

い
く
。

市
長 

予
約
が
14
％
か
ら
57
％

に
な
り
大
い
に
効
果
が
あ
っ
た
。

金
丸 

生
産
か
ら
加
工
・
販
売

ま
で
を
市
内
で
出
来
な
い
か
。

市
長 

市
と
し
て
も
、さ
ま
ざ
ま

な
ル
ー
ト
を
通
じ
て
検
討
し
て

い
る
。

赤坂地区

他
市
で
問
題
に
な
っ

た
採
用
時
の
不
正
が

市
民
か
ら
す
る
と
気

が
か
り
で
あ
る
。公

平
性
は
担
保
さ
れ
て

い
る
か

焼
酎
大
弐
の
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
効
果
と
今
後

は

通電火災防止に感震ブレーカー設置の推進を
市長▶広報・ホームページ等で周知活動していく

公明党　保坂 芳子  議員

保
坂 

火
災
報
知
器
設
置
は
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
が
。

総
務
部
長 

本
市
の
設
置
率
は

全
国
・
県
の
数
値
を
下
回
っ
て

お
り
、消
防
本
部
・
消
防
団
や
自

治
会
等
と
連
携
を
強
化
し
、広
く

周
知
し
て
い
く
。

保
坂 

避
難
所
で
の
聴
覚
障
が

い
者
の
支
援
は
。

市
長 

地
域
で
活
躍
で
き
る
手

話
通
訳
者
を
育
成
す
る
た
め
養

成
講
座
を
引
き
続
き
開
催
す
る
。

福
祉
部
長 

手
話
奉
仕
員
に
も

希
望
が
あ
れ
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
し
て
も
ら
え
る
よ

う
社
会
福
祉
協
議
会
と
検
討
し

て
い
く
。

市
長 

喫
煙
率
の
高
い
30
代
・

50
代
に
対
す
る
禁
煙
対
策
、受
動

喫
煙
防
止
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活

動
の
実
施
を
検
討
し
て
い
る
。

保
坂 

学
校
や
市
と
し
て
の
具

体
的
取
り
組
み
は
。

教
育
部
長 

「
保
健
体
育
」で
喫

煙
、飲
酒
、薬
物
乱
用
な
ど
の
行

為
が
心
身
に
与
え
る
影
響
や
受

動
喫
煙
防
止
対
策
等
に
つ
い
て

指
導
し
て
い
る
。

子
育
て
健
康
部
長 

大
勢
の
市
民

が
集
ま
る
機
会
を
利
用
し
、肺

の
模
型
や
た
ば
こ
に
含
ま
れ
る

タ
ー
ル
の
実
物
を
展
示
す
る
な

ど
積
極
的
に
禁
煙
お
よ
び
受
動

喫
煙
防
止
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

市
長 

し
つ
け
で
あ
っ
て
も
体

罰
は
い
け
な
い
こ
と
や「
叩
か
な

い
子
育
て
」の
重
要
性
を
周
知
啓

発
し
て
い
く
。

保
坂 

学
校
で
の
暴
力
と
体
罰

に
関
す
る
現
状
と
対
応
は
。

教
育
長 

昨
年
度
の
児
童
生
徒

の
暴
力
行
為
は
、小
学
校
で
７

件
、中
学
校
で
６
件
発
生
し
、教

職
員
の
体
罰
は
な
い
。児
童
生
徒

の
暴
力
行
為
に
対
し
て
は
、職
員

一
丸
と
な
っ
て
対
応
し
、安
心
し

て
学
べ
る
学
校
環
境
を
確
保
し

て
い
く
。

未
成
年
喫
煙
ゼ
ロ
対

策
と
し
て
、中
高
生

の
親
に
対
す
る
受
動

喫
煙
防
止
の
取
り
組

み
は

叩
か
な
い
子
育
て
・

子
ど
も
が
伸
び
る
し

つ
け
教
育
の
奨
励
を

全家庭に設置義務のある火災報知器

議会をお持ちのスマートフォンやタブレット
でもご視聴できるようになりました。

　平成29年5月の臨時会から、議会活性化の取り組みとして、
議会活動を広く公開するため、議場で行われる会議の様子を
パソコンだけでなく、スマートフォンやタブレットでも、ライ
ブ中継（会議中）と録画中継（常時）で配信しています。
　次のQRコードで簡単にアクセスできますので、お気軽にご
視聴ください。

ご視聴は、甲斐市議会ホームページから

で簡単アクセス!!

甲斐市議会ホームページアドレス
http://www.kai-shigikai.jp/

甲斐市議会で検索してください。甲斐市議会 検  索
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☆
長
い
歴
史
の
中
で
築
か
れ
て
き
た
地

域
社
会
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
た
ち
の

支
え
合
い
に
よ
り
絆
を
深
め
た
文
化
が

あ
り
ま
し
た
。
古
き
良
き
時
代
の
温
か

さ
を
も
う
一
度
取
り
戻
す
た
め
、
そ
の

一
歩
を
一
緒
に
歩
ん
で
み
ま
せ
ん
か
、

期
待
し
て
い
ま
す
。

☆
甲
斐
市
議
会
で
は
議
会
だ
よ
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
議
会
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
・
録
画
な
ど
、
市
議
会
の

活
動
に
少
し
で
も
市
民
の
皆
様
が
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
議
会
広
報

常
任
委
員
会
で
は
日
々
研
鑚
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
も
「
身
近
で
開
か
れ
た
議
会
」

の
内
容
を
出
来
る
限
り
、
わ
か
り
や
す

く
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
意
見
ご
感
想
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

【
山
本　

今
朝
雄 

委
員 

記
】

　

市
議
会
で
は
、市
議
会
災
害
対
策
本
部
設
置
規

程
及
び
市
議
会
災
害
対
策
本
部
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
よ
り
、９
月
３
日
の
市
防
災
訓
練
に
併
せ
て
、議

会
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、本
部
長
（
議
長
）、副
本
部
長
（
副
議

長
）、本
部
員
（
総
務
教
育
・
厚
生
環
境
・
建
設
経

済
の
常
任
委
員
長
）
に
よ
る
市
議
会
災
害
対
策
本

部
を
設
置
し
て
、そ
の
後
、福
祉
避
難
所
開
設
準
備

訓
練
な
ど
を
行
っ
た
敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
敷
島
南
小
学
校
の
関
係
機
関
合
同
訓
練
な
ど

の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、本
部
員
以
外
の
各
議
員
に
つ
い
て
は
、各

地
区
の
一
時
避
難
場
所
で
の
避
難
訓
練
に
参
加
し

て
、参
加
人
数
や
状
況
を
市
議
会
本
部
へ
報
告
す

る
伝
達
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

総
合
防
災
訓
練
に
お
い
て
福
祉
避
難
所

お
よ
び
関
係
機
関
合
同
訓
練
の
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

編
集
後
記

送付先　〒400-0192  甲斐市篠原2610番地  甲斐市議会事務局  庶務・議事係  Email：gikaishomu@city.kai.yamanashi.jp

議会だよりの
表紙写真を
募集しています!!

※日程等に変更がある場合もあります
※お気軽にお越しください。
傍聴に際し、手話通訳が必要な方は、福祉課へ
お申込みください。
☎055-278-1691 FAX.055-276-2113

平成29年
第4回定例会の日程（予定）

議会 　傍聴
してみませんか!

を 月 日（曜日） 時　間 内　容

12

5（火） 午前 10 時～ 本会議（初日）

6（水） 午前 9 時～ 建設経済常任委員会

午後 1 時 30 分～ 厚生環境常任委員会

7（木） 午前 9 時～ 総務教育常任委員会

11（月） 午前 10 時～ 本会議（採決・代表質問）

12（火） 午前 10 時～ 本会議（代表質問・一般質問）

13（水） 午前 10 時～ 本会議（一般質問）

14（木） 午前 10 時～ 本会議（一般質問・採決等）

詳しくは詳しくは詳しくは

議
会
防
災
訓
練
を
実
施

農業委員会委員を同意
平成29年第３回臨時会が開催されました。

　平成29年第３回臨時会は、８月７日に１日間の会期で開かれました。市長から農業委員
会委員の任命の件の議案が提出され、審議の結果、全て原案のとおり同意しました。

■農業委員会委員　任期 平成29年9月1日～平成32年8月31日
議席番号 氏　　名 地区 議席番号 氏　　名 地区

1 花田　弘樹 下今井 11 中澤　恒之 大　垈
2 祢津　　豊 宇津谷 12 内藤　雅英 篠　原
3 山本　重髙 獅子平 13 小林　一彦 大下条
4 大木　久士 龍　地 14 遠山佐奈江 竜　王
5 山本　　修 吉　沢 15 小宮山敏春 西八幡
6 飯室公太郎 菖蒲澤 16 小宮山賢太郎 大久保
7 矢﨑　富藏 岩　森 17 坂本　文尚 西八幡
8 雨宮行比古 宇津谷 18 神澤　安行 中下条
9 齋藤　一明 竜　王 19 今村　正城 龍　地
10 窪田　眞己 上福沢

臨時会のあらまし

平成29年 第3回 臨時会 議案審議結果 ○…賛成　×…反対　欠…欠席
除は地方自治法第 117 条の除斥

議決
月日

議決
結果

創政甲斐クラブ 甲斐市民クラブ 新政クラブ 颯新クラブ 日本共産党
甲斐市議団 公明党

11 12 14 15 16 17 18 1 3 4 5 10 6 19 20 7 9 13 8 22 2 21
米
山 

　
昇

山
本
今
朝
雄

長
谷
部
　
集

三
浦
　
進
吾

山
本
　
英
俊

内
藤
　
久
歳

藤
原
　
正
夫

横
山
　
洋
介

滝
川
　
美
幸

五
味
　
武
彦

金
丸
　
　
寛

斉
藤
　
芳
夫

赤
澤
　
　
厚

小
浦
　
宗
光

池
神
　
哲
子

小
澤
　
重
則

清
水
　
正
二

有
泉
庸
一
郎

松
井
　
　
豊

樋
泉
　
明
広

金
丸
　
幸
司

保
坂
　
芳
子

同意第　2 号 農業委員会委員の任命の件 8 月 7 日 同意 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第　3 号 農業委員会委員の任命の件 8 月 7 日 同意 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第　4 号 農業委員会委員の任命の件 8 月 7 日 同意 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第　5 号 農業委員会委員の任命の件 8 月 7 日 同意 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第　6 号 農業委員会委員の任命の件 8 月 7 日 同意 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第　7 号 農業委員会委員の任命の件 8 月 7 日 同意 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第　8 号 農業委員会委員の任命の件 8 月 7 日 同意 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第　9 号 農業委員会委員の任命の件 8 月 7 日 同意 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第 10 号 農業委員会委員の任命の件 8 月 7 日 同意 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第 11 号 農業委員会委員の任命の件 8 月 7 日 同意 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第 12 号 農業委員会委員の任命の件 8 月 7 日 同意 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第 13 号 農業委員会委員の任命の件 8 月 7 日 同意 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第 14 号 農業委員会委員の任命の件 8 月 7 日 同意 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第 15 号 農業委員会委員の任命の件 8 月 7 日 同意 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第 16 号 農業委員会委員の任命の件 8 月 7 日 同意 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第 17 号 農業委員会委員の任命の件 8 月 7 日 同意 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第 18 号 農業委員会委員の任命の件 8 月 7 日 同意 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第 19 号 農業委員会委員の任命の件 8 月 7 日 同意 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第 20 号 農業委員会委員の任命の件 8 月 7 日 同意 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

会派名
議席番号

議員名

議案番号 議案名

※議長（小浦宗光）は可否同数以外は採決に加わらない。

議会防災訓練実施・議会広報常任委員会よりお知らせ

敷島保健センターの医療救護訓練の視察

農地利用状況調査

任命式
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不用品の買取・回収・販売
★ゴミの片付け・遺品整理も致します。

保坂恵子
［榎西区］

　最近気になることと言えば、国会議員や市長・市議
の言動や不祥事です。
　そんな中で、甲斐市議会の一般質問を傍聴する機会
があり、議員さんの質問に対し、市長・管理職の方々
の誠実な答弁に、真摯な態度が伺えました。市政を任
された者として、強い意志と責任感を持ち不正のない
信頼のおける施策で明るい住み良い街づくりをお願
い致します。
　先日は、北朝鮮から弾道ミサイルの発射があり、日本
上空通過、全国瞬時警報システム（Jアラート）が作動し、
北海道から北関東・信越まで広範囲に非難を呼びかけ
ました。度重なるJアラートの警報に、多くの人は楽観視
していました。私もその一人で静観してテレビを見てい
ました。この非常時に、身を守る素早い行動がとれるだ
ろうかと心配になりました。
　また近年は、台風も巨大化したり、ゲリラ豪雨による
災害も各地で起きています。幸いにもまだ甲斐市には、
大きな被害は発生していませんが、いつどこでも起こり
うる災害に防災意識と普段の心掛けが重要です。
　斯く言う私は、対岸の火事と思い防災訓練も上っ面の
参加でした。
　「備えあれば憂いなし」と、今からいざという時に焦ら
ず柔軟な対応をする意識改革に努めたいと思いました。

若尾孝行
［万才１区］

　私は、甲斐市聴覚障害者協会会長を務めておりま
す。聴覚障がい者は声によるコミュニケーションと
音声での情報を知ることが困難です。ですから、議
会を傍聴するときには事前に市の福祉課に手話通
訳の派遣をお願いし、当日、市議会傍聴席で手話通
訳を介して内容を理解することができます。
　私が、初めて傍聴したのは平成25年、2回目は平
成26年10月の市議会最終日でした。その日は、私た
ちの大切な言語である手話に関する「手話言語法
（仮称）の早期実現を求める請願書」の採決を見届
けました。3回目の傍聴となる今年9月14日は、傍聴
席に座ると保坂市長を始め、市議員の方々から手
話で挨拶を受けました。手話と聴覚障がい者に対
する理解が広がってきたと感じています。
　今回は、一般質問「災害弱者への支援について」
を傍聴しました。災害が起きたときは誰もが被害
を受けます。障がい者にとって必要な支援を受け
るためには、日頃から障がいのある、なしに関係な
く地域で暮らす住民として災害に対する備えにつ
いて確認し、話し合うことが大切だと感じました。
　聴覚障がいのある私も甲斐市民の一人です。誰
もが暮らしやすい甲斐市づくりに貢献出来たらと
考えています。

最近気になること 議会傍聴記

甲斐市商工会かいてき住まいの応援団
信頼・安心の地元会員業者が「かいてき住まいづくり」を応援します。

「住まいに関する困りごと」のご相談に応じます。

甲斐市篠原2710-1
TEL 055-276-2385

http://www.kai-shokokai.jp 甲斐市商工会

【ご相談・施工例】
○住宅新築 ○内装・インテリア・床・畳 ○トイレ・台所・浴室・水周り ○電気工事 ○上下水道・
外構工事 ○耐震補強・屋根・外壁塗装工事 ○エクステリア・造園工事 ○太陽光システム　など

商
工
会

①住宅の困りごと相談 ②相談内容・注文伝達

④支払い

③工事・施工

【ご利用イメージ】

お
客
様

商
工
会
加
盟
業
者


